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学 と 小 学 校 教 員 と の つ な ぎ 役
（Mediator）として、小学校に通って教員
の授業をビデオに撮り、授業の計画や評
価を教員と議論してきた。また小学校の
教員たちは定期的に大学に行き、哲学の
学習会や、授業についての研究会をす
る。発表者は、自分が関わった一人の教
員へのインタビューから、このプロジェ
クトを通じて教員に生じた人間関係など
の変化と新たに生じた困難をまとめてい
た。
　学校に哲学を導入するためにこのよう
なしっかりしたプロジェクトが行われて
いることに私は特に驚いた。またこのプ
ロジェクトの特徴は、まず教員が哲学的
なものの見方を身に付け、教育活動のな
かで生かすことをねらう点にあると思
う。学校で子どもたちとの哲学を進める
には、教員との協同作業が欠かせないこ
とをあらためて思った。さらに、質疑の
途中で発表者が「実際はいつも混乱して
いる」と言い、これに参加者たちがうな
ずいて共感したのも印象に残っている。
（あいざわくにこ）
